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ん
じ

き
び

「
人
引
車
」

災
害
時
対
応
の

こんな時の

必
需
品

大雨 洪水 津波 台風

共同開発

  一般社団法人災害避難研究所
マツモラ産業株式会社

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

夢ＴＲＹ科のテキスト表紙

独自テキストで「夢
ゆ め

Ｔ
ト

Ｒ
ラ

Ｙ
イ

科
か

」
チーム （Team） つながり （Relay） 夢を応援 （Yell）
変化の激しい社会を生き抜く力を
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北
方
で
は
な
く
遠
方
に
な
っ
た
。
も
と

よ
り
日
本
固
有
の
領
土
で
あ
る
北
方
四
島

返
還
交
渉
は
、
開
催
ご
と
に
後
退
す
る
よ

う
だ
。
昨
年
11
月
の
首
脳
会
議
で
、
政
府

は
歯
舞
・
色
丹
２
島
返
還
に
舵
を
切
っ
た
、

と
誰
し
も
が
受
け
止
め
た
。
そ
の
後
、
黙

し
て
語
ら
ず
だ
。　
　

　

Ｇ
20
大
阪
で
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
「
質
的
に
新

し
い
レ
ベ
ル
に
引
き
上
げ
、
地
道
な
交
渉
が
続
く

と
」
と
長
期
戦
を
示
唆
し
た
。

　
「
だ
ん
だ
ん
国
民
も
分
か

っ
て
き
た
と
思
う
。
４
島
返

還
と
い
う
歴
史
的
正
義
に
も
う
１
回
立
ち
止
ま
っ

て
交
渉
を
や
り
直
す
こ
と
は
、
全
く
考
え
て
お
ら

れ
な
い
の
か
、
確
認
し
た
い
」
と
、
講
演
後
の
河

野
太
郎
外
務
大
臣
に
産
経
新
聞
が
質
問
し
た
。

　

河
野
外
相
は
「
全
く
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
」
と

答
え
た
た
め
、
同
紙
は
「
河
野
外
相
、
４
島
返
還

『
考
え
て
い
な
い
』」
と
報
じ
た
。
河
野
氏
は
ツ
イ

ッ
タ
ー
で
「
ひ
ど
い
ね
つ
造
」「
誤
報
」
と
反
論
、

「
全
く
交
渉
方
針
を
変
え
る
こ
と
は
な
い
と
い
う

意
味
」
と
語
っ
た
。
質
問
は
国
民
の
素
朴
な
疑
問

だ
。

　

日
本
経
済
新
聞
は
２
日
の
社
説
で
、政
府
が「
不

法
に
占
拠
」「
我
が
国
の
固
有
領
土
」
と
い
う
表

現
を
控
え
た
と
紹
介
し
て
い
る
。
な
に
ゆ
え
の
配

慮
か
。「
４
島
の
主
権
は
ロ
シ
ア
に
あ
る
」
と
ミ

サ
イ
ル
配
備
な
ど
で
実
効
支
配
を
広
げ
る
相
手
国

に
。
シ
ベ
リ
ア
抑
留
や
日
米
安
全
保
障
条
約
、
ク

ル
ミ
ア
侵
攻
を
念
頭
に
関
心
を
持
ち
続
け
る
こ
と

が
肝
要
だ
。

　

法
的
根
拠
を
示
す
新
し
い

資
料
が
英
国
で
出
て
き
た
。

１
８
５
５
年
の
日
露
和
親
条
約
以
前
に
北
方
４
島

を
日
本
領
と
し
た
地
図
（
１
８
１
１
年
作
製
）
が

英
国
立
公
文
書
図
書
館
で
見
つ
か
っ
た
。

　

高
齢
化
し
た
元
島
民
の
心
情
を
考
え
る
と
、
両

国
の
地
元
人
同
士
に
よ
る
戦
略
的
特
区
「
ス
マ
ー

ト
ゾ
ー
ン
」（
医
療
・
観
光
・
環
境
な
ど
）
ぐ
ら
い
は

欲
し
い
。危
機
感
を
も
っ
て
４
島
を
注
視
し
た
い
。

さ
も
な
い
と
、
知
ら
な
い
間
に
線
引
き
さ
れ
て
し

ま
う
。
足
も
と
を
見
透
か
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

晴耕雨読

沈
黙
の
北
方
四
島

枚岡
～瓢箪山商店街めぐり

楽 し い お 店 紹 介 ― 34

ラ ス タ
ヘアースタジオ

初
年
度
会
費
を
無
料
サ
ー

ビ
ス
。

　

ま
た
新
規
入
会
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
と
し
て
、カ
ッ
ト
・

カ
ラ
ー
・
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

カ
ラ
ー
・
パ
ー
マ
・
縮
毛

矯
正
の
料
金
を
値
引
き
サ

ー
ビ
ス
し
て
お
り
、
好
評

だ
。
薬
液
は
一
流
メ
ー
カ

ー
の
高
品
質
な
商
品
を
厳

選
し
て
使
用
し
て
お
り
、

来
店
客
の
髪
の
ダ
メ
ー
ジ

に
応
じ
た
的
確
な
ト
リ
ー

　

創
業
25
周
年
記
念
セ
ー

ル
と
し
て
「
復
元
ド
ラ
イ

ヤ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を

好
評
実
施
中
だ
。
①
髪
を

傷
め
な
い
・
復
元
カ
ー
ル

ド
ラ
イ
ヤ
ー
（
１
５
、
７

０
０
円
・
税
別
）
②
低
温

で
速
乾
対
応
・
復
元
ド
ラ

イ
ヤ
ー
（
１
５
、
７
０
０

円
・
税
別
）、
①
②
い
ず

れ
か
の
ド
ラ
イ
ヤ
ー
購
入

の
お
客
様
に
特
典
と
し

て
、
会
員
入
会
金
お
よ
び

東大阪市神田町3－7
TEL072－986－1118
営業時間：9～19時
休日：なし

ヘアースタジオ ラスタ ト
メ
ン
ト
コ
ー
ス
を
用
意

し
て
い
る
。

　
「
８
の
日
」
サ
ー
ビ
ス

は
、
毎
月
８
日
・
18
日
・

28
日
に
実
施
し
て
い
る
。

新
規
客
限
定
・
先
着
８
人

ま
で
、
髪
の
毛
長
さ
一
律

の
条
件
付
き
だ
が
、
ポ
イ

ン
ト
パ
ー
マ
８
０
０
円
、

カ
ッ
ト
８
０
０
円
は
な
か

な
か
魅
力
的
だ
。

　

25
年
間
に
わ
た
り
商
い

を
続
け
る
に
は
そ
れ
な
り

の
努
力
と
工
夫
が
必
要

だ
。
ラ
ス
タ
は
ジ
ン
ジ
ャ

モ
ー
ル
商
店
街
の
太
陽
の

ご
と
く
地
道
に
お
馴
染
み

さ
ん
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
だ
ろ
う
。 （
小
川
秀
人
）

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
ジ

ン
ジ
ャ
モ
ー
ル
商
店
街
、

ヘ
ア
ー
ス
タ
ジ
オ
「
ラ
ス

タ
」
だ
。
社
長
の
富
山

展の
ぶ
ゆ
き幸
さ
ん
（
写
真
）
は
生

ま
れ
も
育
ち
も
地
元
枚
岡

の
53
歳
。
八
尾
の
美
容
室

で
３
年
間
修
業
の
後
、
26

年
前
に
開
業
し
た
。

　

店
名
「
ラ
ス
タ
」
の
由

来
を
聞
く
と
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
バ
レ
エ
の
演
目
か
ら
引

用
し
た
と
の
こ
と
で
、
ラ

テ
ン
語
で
太
陽
を
意
味
す

る
そ
う
だ
。

　

客
層
は
40
代
以
上
の
女

性
客
が
多
い
が
、
カ
ッ
ト

や
白
髪
染
め
で
来
店
す
る

男
性
客
も
増
え
て
き
た
。

お
店
は
休
日
な
し
で
、
シ

フ
ト
制
で
来
店
客
に
対
応

し
て
い
る
。

上
西
会
計
事
務
所

税
理
士
　

上
西　

知

〒
577―

0802 

東
大
阪
市
小
阪
本
町
１―

１―

７ 

エ
フ
エ
ス
ビ
ル
２
Ｆ

　
　

電
話 

０
６―

６
７
２
０―

４
６
０
１

企
業
労
務
セ
ン
タ
ー

社
会
保
険
労
務
士
　

菅
田  

徹
也

〒
577―

0802 

東
大
阪
市
小
阪
本
町
１―

１―

７ 

エ
フ
エ
ス
ビ
ル
２
Ｆ

　
　

電
話 

０
６―

６
７
２
０―

４
６
０
２

東
大
阪
市
・
八
尾
市
・
大
阪
市
指
定

　

給
排
水
衛
生
空
調
消
火
設
備
設
計
施
工

増
田
設
備
工
業
株
式
会
社

本

社　

東
大
阪
市
小
若
江
三
丁
目
九
番
四
号

〒
五
七
七―

〇
八
一
八　

電
話　

〇
六―

六
七
三
六―

八
〇
〇
〇

事
業
本
部　

八
尾
市
長
池
町
五
丁
目
一
番
二
号

〒
五
八
一―

〇
八
三
六　

電
話　

〇
七
二―

九
二
二―

〇
二
二
〇

≪商品紹介≫
～色メリヤスウエス～（１ｋｇ￥350）
～混合ウエス～　　 　（１Kg￥200）
～タオルウエス～　　（１ｋｇ￥400）
～白メリヤスウエス～ 　     （１Ｋｇ￥500）

社会福祉法人ヤンググリーン
障害ワークセンター w i l l
〒 577－0023　東大阪市荒本1－４－32
ＴＥＬ：06－6789－6171
ＦＡＸ：06－6789－6172

ウエス販売

☆不用になった中古衣料やタオルから、ウエス
に適した原料だけを選別加工し商品として仕上
げました。障がいを持つ利用者が手作業で丁寧
に裁断し、梱包をしています。地球に優しく、
皆様に愛される商品を目指しています。

エ
ア
ツ
ー
ル
部
品
の
機
械
加
工
・
製
品
組
立

勝
井
鋼
業
株
式
会
社

〒
577-

0065 

東
大
阪
市
高
井
田
中
１―

８―

14

本
社
工
場

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
６（
６
７
８
１
）８
３
３
７

電　

話 

０
６（
６
７
８
２
）６
５
６
５

フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
花
勝

乾
野　

貴
裕

〒577-

0067

東
大
阪
市
高
井
田
西
１―

９―

５

☎
０
６―

６
７
８
１―

３
２
３
３

株
式
会
社
三
友
自
動
車
工
業

〒
577-

0006　

東
大
阪
市
楠
根
一―

七―

三
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
六
）六
七
四
五―

五
二
〇
〇

当
社
は
車
検
業
務
に
お
い
て
、Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
の
認
証
を
取
得
し
て
お
り
ま
す
。

Ｉ
Ｐ（
〇
五
〇
）三
三
八
六―

六
二
五
七

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
六
）六
七
四
五―

五
八
七
一

陸
運
局
指
定　

民
間
車
検
工
場

取
締
役
会
長　

岩　

崎　

史　

郎

代
表
取
締
役　

岩　

崎　

丈　

弥

防
災
体
験
学
習
を

し
て
い
ま
す

防
災
体
験
学
習
を

し
て
い
ま
す

民
具
供
養
館

民
具
供
養
館

往
生
院
六
萬
寺

往
生
院
六
萬
寺

滝
行
・
修
行
体
験

滝
行
・
修
行
体
験

お問い合せ
申 し 込 み

072-981-2597

喜楽亭喜楽亭喜楽亭
き らく てい

八
尾
市
に
誕
生
し
た

寄
席
小
屋

八
尾
市
に
誕
生
し
た

寄
席
小
屋

席
亭
・
中
川　

政
雄

八
尾
市
陽
光
園
２―

５―

４
（
Ｊ
Ｒ
八
尾
駅
よ
り
徒
歩
３
分)

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
９
０―

１
６
７
７―

７
５
５
２

冠婚葬祭・各種パーティーのお料理
企画運営を承っております。

大阪府･奈良県内セレモニーホール指定業者
大阪府･奈良県内神社･寺院指定業者

日本料理 天山  TEL (072) 991-6677 (代)
カフェ・プリズム TEL (072) 997-6666FAX (072) 993-3355

　

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。
皆
様
に
は
平
素

よ
り
市
議
会
活

動
全
般
に
対
し

ま
し
て
格
段
の

ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
厚

く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
東
大
阪
市
花
園

ラ
グ
ビ
ー
場
を
は
じ
め
と

す
る
全
国
12
の
会
場
を
舞

台
と
し
た
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
日

本
大
会
開
催
が
間
近
に

迫
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

日
本
各
地
は
も
と
よ
り

世
界
各
国
か
ら
大
勢
の
方

が
東
大
阪
市
を
訪
れ
る
こ

の
絶
好
の
機
会
に
、
東
大

阪
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た

だ
き
、
東
大
阪
の
フ
ァ
ン

に
な
っ
て
い
た
だ
く
よ
う

に
す
る
に
は
、
市
を
挙
げ

て
お
も
て
な
し
の
心
で
歓

待
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

市
民
の
皆
様
、市
議
会
、

市
が
手
を
携
え
、
よ
り
一

層
の
東
大
阪
の
魅
力

発
信
、
お
も
て
な
し

力
の
向
上
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　

ど
う
か
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て

は
、
引
き
続

き
市
議
会
活

動
に
対
し
ま

し
て
一
層
の

ご
理
解
、
ご

協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

暑
い
日
が
続
き
ま

す
の
で
お
体
を
ご
自

愛
さ
れ
ま
す
よ
う
、

お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

東
大
阪
の
魅
力
発
信

東
大
阪
市
議
会
自
民
党
大
志
会  

大
野 

一
博

　

枚
岡
神
社
で
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
と
お
願
い

し
た
い
お
祭
り
ご

と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
毎
月
１

日
午
前
11
時
か
ら

中
東
弘
宮
司
（
写

真
）
の
講
話
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
あ

と
、
午
後
２
時
か

ら
年
末
12
月
23
日

「
お
笑
い
神
事
」
の
打
ち

合
わ
せ
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
予
約
な
し
で
結
構
で

す
の
で
、
８
月

１
日
、
９
月
１

日
に
ど
う
ぞ
気

楽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
内

容
や
雰
囲
気
を

感
じ
て
い
た
だ

け
ま
し
た
ら
幸

い
で
す
。
枚
岡

神
社
へ
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、

☎
０
７
２
―
９
８
１
―
４

１
７
７
へ
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

枚岡神社

ボランティア募集
神社でお手伝いをお願いします！

　

少
子
化
が
進
む
な
か
、
小
中
学
校
の
統
廃
合
も
急
ピ
ッ
チ
だ
。
文
部
科
学
省

は
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
小
中
９
年
間
の
課
程
を
一

体
化
す
る
こ
と
で
計
画
的
、
持
続
的
に
学
力
や
学
習
態
度
の
向
上
を
図
る
と
し

て
い
る
。
全
国
的
に
広
が
る
な
か
、
東
大
阪
市
は
小
学
３
年
か
ら
中
学
３
年
生

ま
で
、
全
国
で
唯
一
７
年
間
を
１
冊
の
テ
キ
ス
ト
で
学
ぶ
新
た
な
教
科
、
夢
に

向
か
っ
て
ト
ラ
イ
し
よ
う
「
夢ゆ

め

Ｔト

Ｒラ

Ｙイ

科か

」
を
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
ラ
グ

ビ
ー
の
聖
地
ら
し
い
表
現
に
溢
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
作
り
に
携
わ
っ
た
東
大
阪

市
教
育
委
員
会
小
中
一
貫
教
育
推
進
室
を
訪
ね
た
。

　

東
大
阪
市
の
未
来
市
民

教
育
は
、
郷
土
（
ロ
ー
カ

ル
）
を
大
切
に
、
広
く
世

界
（
グ
ロ
ー
バ
ル
）
に
開

か
れ
た
視
野
を
持
つ
、「
グ

ロ
ー
カ
ル
」
な
感
覚
の
も

と
、
世
界
の
多
様
な
人
び

と
と
共
に
活
躍
で
き
る

力
を
育
む

こ
と
を
目

指
し
て
い

る
。
こ
の

ビ
ジ
ョ
ン

実
現
に
向

け
て
多
角

的
に
学
ぶ

の
が
「
夢

Ｔ
Ｒ
Ｙ

科
」
だ
。

そ
の
ロ
ー

ル
モ
デ
ル

は
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
さ
れ

授
業
に
使
わ
れ
て
い
る
東

大
阪
市
出
身
者
の
山
中
伸

弥
さ
ん
や
井
山
裕
太
さ

ん
、
多
田
修
平
さ
ん
だ
。

　

地
域
の
独
自
性
を
盛
り

込
ん
だ
ユ
ニ
ー
ク
な
テ
キ

ス
ト
は
市
教
育
委
員
会
の

職
員
を
中
心
に
、
外
部
有

識
者
（
大
学
教
授
、
保
護

者
な
ど
）
と
現
場
の
先
生

を
含
め
約
50
人
が
１
年
間

か
け
て
作
り
上
げ
た
。
専

門
的
知
見
に
つ
い
て
は
、

栄
養
士
や
技
術
職
員
、
海

外
経
験
者
の
協
力
を
得
た

と
い
う
。

　

テ
キ
ス
ト
の
特
徴
は

「
メ
ー
ン
ペ
ー
ジ
」
と
「
ス

テ
ー
ジ
」「
単
元
」
の
３

本
柱
で
構
成
さ
れ
て
い
る

こ
と
だ
。

　
「
メ
ー
ン
ペ
ー
ジ
」
は

生
活
す
る
ま
ち
の
断
面
を

示
す
。
イ
ラ
ス
ト
や
マ
ン

ガ
で
「
あ
る
日
の
で
き
ご

と
」「
日
常
生
活
の
中
か

ら
」「
社
会
の
動
向
か
ら
」

と
広
が
る
空
間
で
、
気
づ

き
や
疑
問
、
課
題
を
発
見

し
て
い
く
と
い
う
イ
ン
ト

ロ
部
分
。

　
「
ス
テ
ー
ジ
」
は
学
習

対
象
者
を
示
す
。
ス
テ
ー

ジ
Ａ
は
小
学
３
・
４
年
、

Ｂ
は
小
学
５
・
６
年
と
中

学
１
年
、
Ｃ
は
中
学
２
・

３
年
生
。

　
「
単
元
」
は
全
ス
テ
ー

ジ
共
通
で
７
年
間
を
貫
く

４
つ
の
主
要
テ
ー
マ
。「
よ

り
よ
い
社
会
を
き
ず
く
た

め
に
」（
単
元
１
）、「
災

害
へ
の
そ
な
え
」（
単
元

２
）、「
生
活
を
支
え
る
し

く
み
」（
単
元
３
）、「
暮

ら
し
を
豊
か
に
す
る
も

の
」（
単
元
４
）
で
全
員

が
学
ぶ
課
題
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
小
学
３
年
生

（
ス
テ
ー
ジ
Ａ
）
の
最
初

の
授
業
は
、単
元
１
（「
よ

り
よ
い
社
会
を
き
ず
く
た

め
に
」）
に
も
と
づ
き
、

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
考

え
る
「
安
心
へ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
が
例
示
さ
れ
、
そ

の
た
め
に
は
「
ル
ー
ル
」

「
情
報
」「
安
心
」
が
不
可

欠
だ
と
具
体
的
に
学
ぶ
。

「
ル
ー
ル
」
に
つ
い
て
は

「
暮
ら
し
に
お
け
る
ル
ー

ル
の
役
割
」
を
じ
ゃ
ん
け

ん
で
学
ぶ
の
は
小
学
３
・

４
年
生
の
低
学
年
だ
が
、

ス
テ
ー
ジ
Ｃ
で
は
「
世
界

で
共
通
の
ル
ー
ル
」（
条

約
な
ど
）
と
学
習
内
容
の

レ
ベ
ル
が
段
階
的
に
上
が

り
中
学
生
ら
し
く
な
る
。

　

各
ス
テ
ー
ジ
の
最
後
に

学
習
す
る
の
が
「
夢
へ
Ｔ

Ｒ
Ｙ
」
だ
。
最
終
回
は
、

ス
テ
ー
ジ
Ｃ
単
元
４
「
夢

に
向
か
っ
て
、
Ｔ
Ｒ
Ｙ 

ａ
ｎ
ｄ 
Ｔ
Ｒ
Ｙ
」。
こ
れ

ま
で
学
ん
だ
こ
と
か
ら
日

本
だ
け
で
な
く
世
界
の
人

に
東
大
阪
の
魅
力
を
伝
え

る
「
お
す
す
め
ル
ー
ト
マ

ッ
プ
を
作
ろ
う
」
で
ノ
ー

サ
イ
ド
と
な
る
。

　

単
元
が
終
わ
る
ご
と
に

「
興
味
を
持
っ
て
学
べ
ま

し
た
か
」
の
振
り
返
り
。

７
年
間
記
録
さ
れ
て
い
く

か
ら
成
長
が
一
目
瞭
然

だ
。

　

東
大
阪
市
の
伝
統
と
思

い
か
ら
作
ら
れ
た
独
自
の

教
材（
約
１
７
０
頁
）は
小

学
３
年
生
に
は
い
さ
さ
か

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
か
も
し

れ
な
い
が
、
子
ど
も
た
ち

の
潜
在
能
力
を
伸
ば
す
に

は
効
果
的
だ
ろ
う
。
夢
Ｔ

Ｒ
Ｙ
科
の
授
業
は
年
間
15

時
間
、
実
際
は
２
、
３
週

間
に
１
回
ぐ
ら
い
の
割
合

で
小
中
一
貫
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
・
直
接
指
導
者
25

人
が
担
当
す
る
と
い
う
。

　

小
中
一
貫
教
育
推
進
室

の
本
澤
康
平
さ
ん
（
38
）

は
「
こ
こ
ま
で
の
テ
キ
ス

ト
は
全
国
で
も
ま
ず
な
い

だ
ろ
う
。
民
間
企
業
で
も

使
え
る
と
嬉
し
い
。
子
ど

も
に
ど
の
よ
う
な
力
を
つ

け
て
欲
し
い
か
と
い
う
思

い
を
込
め
て
作
っ
た
。
た

だ
１
冊
で
７
年
間
使
う
の

で
破
れ
た
り
汚
れ
た
り
す

る
の
が
心
配
だ
け
ど
」
と

期
待
を
込
め
て
誇
ら
し
げ

に
語
っ
た
。

　

今
津
堅
さ
ん
（
37
）
は

振
り
返
っ
て
「
教
員
免
許

を
持
っ
た
指
導
主
事
や
事

務
職
員
が
チ
ー
ム
を
組
ん

で
短
期
間
で
よ
く
で
き
た

と
思
う
」
と
満
足
げ
に
話

し
た
。 

（
石
河
亮
平
）

小
中
一
貫
教
育

東
大
阪
市

イ
ケ
メ
ン
社
長
と

美
形
ス
タ
ッ
フ
が
お
出
迎
え

自
然
派
パ
ン
工
房

東
大
阪
市
神
田
町
３―

６

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
２―

９
５
１―

２
２
９
５

営
業
時
間
：
９
時
〜
18
時

休　
　

日
：
日
曜
日
・
祝
日

三
星
堂

天然酵母菌
使 用

天然酵母菌
使 用

八
尾
自
動
車
教
習
所

H
P

：h
ttp
://w

w
w
.y
a
o
k
y
o
.n
e
t/

☎（
０
７
２
）９
９
９―

１
２
３
４

八
尾
市
高
安
町
南
七
丁
目
二
十
一
番
地

明
る
い
・
楽
し
い
・
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
教
習
所

運
転
免
許
取
る
な
ら
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
で
！

担当した今津堅さん （左） と本澤康平さん
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最
終
号
と
な
っ
た
第
４
号
（
写
真
）
は
３
月
に
発
行
さ
れ
た
。
フ
エ
キ
く
ん
で
親
し

ま
れ
て
い
る
八
尾
の
優
良
企
業
、
不
易
糊
工
業
株
式
会
社
（
梶
田
安
彦
社
長
）
が
１
面

を
飾
っ
た
。
森
田
右
紀
子
さ
ん
（
生
産
管
理
）、
乾
貴
美
子
さ
ん
（
基
礎
開
発
）、
北
山

望
美
さ
ん
（
財
務
・
経
理
）
の
輝
く
笑
顔
が
評
判
と
な
っ
た
。

は
た
ら
く
＆
暮
ら
す

八
尾
発
の
女
性
上
機
嫌
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

「
Ｙａ
ｏ
ｄ
ｏ
ｋ
ｉ
」 第
４
号

橿
原
市
の
開
業
医

髙
岡 

孝
一 

さ
　
　
ん

完成した本を持つ髙岡孝一さん

　

今
回
は
バ
レ
ン
タ
イ
ン
シ
ョ
ッ
ク
と
言

わ
れ
る
会
社
契
約
の
節
税
保
険
に
つ
い
て

紹
介
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
常
日
頃

か
ら
税
金
は
や
や
こ
し
す
ぎ
る
と
申
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
生
命
保
険
も
負
け
ず
劣

ら
ず
や
や
こ
し
い
。
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
も
、
ど
ん

な
保
険
に
何
の
た

め
に
入
っ
て
い
る

の
か
分
か
ら
な
く

な
っ
て
い
る
の
で

は
…
。
た
だ
た
だ

税
金
が
安
く
な
る

と
い
う
メ
リ
ッ
ト

か
ら
投
資
対
象
と

な
っ
て
は
い
ま
せ

ん
か
。

　

今
年
の
２
月
13

日
に
、
国
税
庁
が
生
命
保
険
の
税
務
上
の

取
り
扱
い
を
見
直
す
こ
と
を
発
表
し
ま
し

た
。
翌
日
か
ら
節
税
保
険
の
販
売
を
各
生

命
保
険
会
社
が
取
り
止
め
た
た
め
、
バ
レ

ン
タ
イ
ン
シ
ョ
ッ
ク
な
ん
て
言
わ
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。
生
命
保
険
も
金
融
商
品

で
す
の
で
、
時
代
に
応
じ
て
変
化
し
て
い

き
ま
す
が
、
遡
及
し
て
訂
正
さ
れ
る
と
困

る
の
で
販
売
で
き
ま
せ
ん
。

　

カ
ラ
ク
リ
を
説
明
す
る
と
、
生
命
保
険

と
い
う
の
は
年
齢
と
共
に
保
険
料
が
上
が

り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
死

亡
リ
ス
ク
が
上
が
る
か

ら
で
す
。
20
歳
と
50
歳

で
は
死
亡
の
確
率
は
、

お
の
ず
と
50
歳
の
方
が

高
い
の
で
、
保
険
料
が

高
く
な
り
ま
す
。
個
人

に
販
売
さ
れ
て
い
る
保

険
が
５
年
と
か
10
年
で

保
険
料
が
上
が
る
の

は
、
そ
の
た
め
で
す
。

そ
れ
を
法
人
契
約
に
し

て
社
長
に
か
け
る
の
で
す
。
一
般
的
に
は

年
齢
と
共
に
保
険
料
が
上
が
り
ま
す
が
、

保
険
料
が
期
間
を
通
し
て
同
額
で
長
期
に

か
け
る
商
品
を
販
売
し
て
い
た
の
で
す
。

　

保
険
料
が
同
額
な
商
品
は
、
内
容
を
考

え
る
と
、
期
間
の
前
半
の
方
は
前
払
い
の

保
険
料
を
含
ん
で
い
ま
す
。
つ
ま
り
年
齢

が
高
く
な
っ
た
と
き
の
分
を
先
払
い
し
て

い
る
の
で
す
。
そ
れ
が
全
額
経
費
に
な
る

と
、
節
税
効
果
が
高
く
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
前
払
い
の
保
険
料
を
含
ん
で
い
る
の

で
、
掛
捨
て
の
保
険
な
の
に
解
約
返
戻
金

が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
税
金
が
か
か
る

と
な
る
と
生
命
保
険
を
使
っ
て
来
期
以
降

に
利
益
を
繰
り
延
べ
ま
す
。
ど
こ
か
で
解

約
す
る
予
定
に
し
て
、
未
来
に
解
約
返
戻

金
を
受
け
取
り
ま
す
。
そ
の
と
き
に
社
長

の
退
職
金
な
ど
の
経
費
を
増
や
し
て
お
け

ば
税
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
あ
る
意
味
、

退
職
金
の
財
源
を
準
備
し
て
い
る
と
も
言

え
ま
す
。

　

こ
の
様
に
税
務
上
の
制
限
を
ク
リ
ア
し

つ
つ
、
経
費
と
し
て
処
理
で
き
る
商
品
を

開
発
す
る
保
険
会
社
。
ス
ト
ッ
プ
を
か
け

る
国
税
庁
。
さ
ら
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て

複
雑
な
商
品
へ
と
流
れ
て
い
く
の
で
す
。

税
金
の
ル
ー
ル
と
の
イ
タ
チ
ご
っ
こ
が
繰

り
返
さ
れ
て
き
た
結
果
な
の
で
す
。

笑う笑う
税理士

バレンタインショック①

39

税理士 上西　知

　日本初の高い電波塔でもある東京タワー工事中の写真です。
　約１年程度という早さで完成しました。よって工事中の写真は、ほ
ぼ皆無に等しいぐらい珍しいものです。
　完成は昭和33年12月23日。高さ333メートルで、鋼材はなんとア
メリカ軍の使われなくなった戦車を解体して作られたといいます。
　写真は、昭和32年11月ごろで、まさしくオールウェイズの世界です。
この年の10月さらに翌年の12月には聖徳太子の５千円札と１万円札
が発行されました。
　大卒の初任給が1,3000円程度の時代ですから、物凄い高額紙幣が発
行されたのです。

な
つ
か
し
い
写
真
〈
写
真
提
供
〉 

読
者 

・ 

坂
口
　
功

― 自分史を上梓 ―

「卒寿を迎え
～生涯現役医師として」

広域

　

清
水
寺
の
青
も
み
じ
の
下
、
茶
屋
で
お
抹
茶
を

い
た
だ
き
な
が
ら
少
し
お
さ
ら
い
で
す
。

　

１
８
５
８
年
４
月
、
井
伊
直
弼
が
大
老
に
就
任

し
、
そ
の
７
月
に
斉
彬
急
死
を
知
っ
た
西
郷
は
殉

死
し
よ
う
と
し
ま
す
。
し
か
し
月
照
上
人
か
ら

「
な
き
殿
さ
ん
は
喜
び
ま
せ
ん
ぞ
」
と
諭
さ
れ
、

主
君
の
遺
志
を
継
ぐ
決
心
を
し
ま
す
。
井
伊
直
弼

の
弾
圧
が
強
ま
り
、
月
照
上
人
も
幕
府
か
ら
指
名

手
配
。「
安
政
の
大
獄
」
の
始
ま
り
で
す
。
こ
の

あ
た
り
に
つ
い
て
海
音
寺
潮
五
郎
著
「
西
郷
隆
盛

（
一
）」（
角
川

文
庫
）
は
次
の

よ
う
に
書
い
て

い
ま
す
。

　
「
そ
う
か
月
照
の
よ
う
な
お
人
に
ま
で
目
を
つ

け
た
の
か
と
、
西
郷
は
胸
を
締
め
付
け
ら
れ
る
よ

う
な
気
が
し

た
。
月
照
は

朝
廷
の
ご
尊

崇
が
厚
く
、

朝
廷
の
法
会

や
読
経
会
に

列
す
る
ほ
ど

の
高
僧
だ
、

幕
吏
の
手
が

お
よ
ぶ
は
ず

は
な
い
と
、

こ
れ
ま
で
は

そ
の
危
険
な

ど
全
然
考
え

な
か
っ
た
の

で
あ
る
」

　

そ
の
よ
う
な
な
か
、
近
衛
公
は
ひ
そ
か
に
西
郷

に
月
照
の
保
護
を
依
頼
し
ま
す
。
月
照
、
俊
斎
、

重
助
（
月
照
の
下
僕
）
の
３
人
が
身
を
匿
っ
て
、

大
坂
へ
と
逃
避
行
。
淀
川
三
十
石
船
で
天
満
橋
・

八
軒
屋
浜
に
着
き
ま
す
。
現
在
、
こ
の
淀
川
三
十

石
船
を
再
現
す
る
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
幕
末
の
勤
皇
僧
・
月
照
と
は
ど
の
よ
う

な
人
物
な
の
か
、
興
味
を
持
ち
調
べ
ま
し
た
が
簡

単
に
紹
介
さ
れ
て
る
だ
け
で
す
。
近
衛
家
の
祈
祷

師
と
も
い
わ
れ
た
高
僧
の
神
秘
性
を
保
つ
た
め
で

し
ょ
う
か
。

　

木
村
幸
比
古
著
「
西
郷
隆
盛
入
門
」（
幻
冬
舎
）

に
よ
る
と
―

　
「
月
照
（
１
８
１
３
～
５
８
）
は
大
坂
の
町
医

玉
井
鼎
斎
の
長
男
。
15
歳
で
清
水
寺
成
就
院
に
入

り
、
23
歳
で
住
職
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
弟
に
寺

務
を
譲
り
尊
攘
の
運
動
に
身
を
投
じ
、
水
戸
藩
へ

攘
夷
を
促
す
戌
午
密
勅
降
下
に
尽
力
。
こ
の
活
動

の
さ
な
か
に
西
郷
と
親
交
を
深
め
た
」

　

怪
し
ま
れ
た

り
咎
め
ら
れ
る

こ
と
な
く
月
照

の
育
っ
た
大
坂

に
着
い
た
と
こ
ろ
で
、京
に
戻
る
俊
斎
に
月
照
は
、

坊
官
の
近
藤
正
慎
に
手
紙
を
託
し
ま
す
。

　

近
藤
は
も
と
も
と
清
水
寺
の
僧
で
、
後
に
山
伏

と
な
り
、
そ
の
後
還
俗
し
て
い
た
の
を
月
照
が
取

り
立
て
て
坊
官
に
し
た
の
で
す
。「
坊
官
」
と
は

寺
院
の
最
高
指
導
者
な
ど
の
身
の
回
り
の
世
話
や

事
務
の
補
助
を
行
う
僧
侶
の
こ
と
で
す
か
ら
現
在

の
秘
書
や
総
務
の
偉
い
さ
ん
で
し
ょ
う
。
こ
の
坊

官
・
近
藤
は
、
幕
府
に
捕
ら
え
ら
れ
過
酷
な
拷
問

で
月
照
ら
の
行
方
を
問
い
詰
め
ら
れ
ま
す
が
、
自

白
す
る
こ
と
な
く
、
死
を
決
し
て
食
を
断
ち
死
の

う
と
す
る
が
死
に
き
れ
ず
、
舌
を
噛
み
切
っ
て
死

ん
だ
と
い
い
ま
す
。

　

近
藤
正
慎
の
子
ど
も
ら
の
将
来
を
思
い
、
西
郷

が
清
水
寺
領
地
内
で
永
住
し
「
茶
屋
」
の
経
営
権

を
授
け
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
５
代
目
女
将
さ

ん
の
京
こ
と
ば
の
お
も
て
な
し
で「
舌
切
り
茶
屋
」

は
今
日
も
お
客
さ
ん
が
途
切
れ
ま
せ
ん
。

⑤

読読
楽楽

帳帳 夢野悠人

書書

舌
切
り
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おかげ様で20年
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八
尾
市
楠
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目
三
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工
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番
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ク
な
ら
工
業
団
地
内

☎（
〇
七
四
七
）二
六―

二
〇
五
〇

　

橿
原
市
の
開
業
医
、
髙

岡
孝
一
さ
ん
（
89
）
が
、

自
分
史
「
卒
寿
を
迎
え
～

生
涯
現
役
医
師
と
し
て
」

を
６
月
に
ド
ニ
エ
プ
ル
出

版
か
ら
上
梓
し
た
。
自
ら

パ
ソ
コ
ン
を
使
い
執
筆
し

た
本
書
は
、
Ａ
５
判
４
３

６
頁
上
製
本
上
函
入
り
と

い
っ
た
最
高
級
の
仕
上
が

り
だ
。

　

髙
岡
さ
ん
は
昭
和
４
年

生
ま
れ
、
奈
良
県
立
医
科

大
学
卒
。
黒
滝
村
立
診
療

所
所
長
、
平
井
病
院
勤
務

を
経
て
昭
和
54
年
に
開
業

し
た
。
橿
原
地
区
医
師
会

会
長
を
務
め
、
地
域
医
療

に
力
を
尽
く
し
て
き
た
。

　

ま
た
、
橿
原
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
会
長
な
ど
社
会

的
ス
テ
ー
タ
ス
の
あ
る
多

く
の
会
で
役
職
に
就
き
、

社
会
貢
献
を
行
っ
て
き

た
。
昭
和
59
年
に
は
紺
綬

褒
章
を
受
章
し
て
い
る
。

　

荒
井
正
吾
奈
良
県
知

事
、
田
野
瀬
良
太
郎
元
衆

議
院
議
員
が
祝
辞
を
寄
せ

て
い
る
。

　

八
尾
市
政
策
企
画
部

政
策
推
進
課
女
性
活
躍

推
進
室
の
平
成
31
年
度

事
業
と
し
て
、
Ｐ
Ｒ
紙

「
Ｙ
ａ
ｏ
ｄ
ｏ
ｋ
ｉ
」

を
４
回
発
行
し
た
。
副

題
は
「
は
た
ら
く
＆
暮

ら
す
八
尾
発
の
女
性
上

機
嫌
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」。
各

５
０
０
０
部
発
行
し
、

市
内
の
公
共
施
設
、
八

尾
商
工
会
議
所
な
ど
で

無
料
配
布
し
た
。
女
性

の
活
躍
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
、
企
業
の
活
性
化

促
進
を
目
的
に
編
集
。

不易糊工業株式
会社が

１面を飾る

特
定
非
営
利
活
動
法
人
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
フ
リ
ー
ジ
ャ
パ
ン

鎌
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市
御
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町
12

－

８

小
島
政
行

代
表
理
事

使
い
捨
て
か
ら
の
脱
却



東　　　 大　　　 阪（３） （昭和29年４月24日　第 3 種郵便物認可） 毎月１日・ 15日発行令和元年７月１５日（月）

　

風
が
吹
く
。
耳
の
中
が
じ
ん
わ
り
す

る
。
ま
だ
少
し
だ
け
鼓
膜
が
麻
痺
し
て

い
る
の
か
も
。
お
店
か
ら
一
歩
外
へ
出

る
と
別
世
界
な
ん
だ
な
ぁ
。
当
た
り
前

だ
け
ど
。

　

ミ
ツ
ル
ち
ゃ
ん
は
動
か
な
い
。
息
を

す
る
の
に
上
下
に
膨
ら
ん
だ
り
萎
ん
だ

り
し
て
い
る
だ
け
。
蠅
が
ミ
ツ
ル
ち
ゃ

ん
の
耳
に
止
ま
っ
て
い
る
。
小
刻
み
に

姿
勢
を
変
え
、
足
を
こ
す
る
。
私
は
蠅

を
追
い
払
う
。
追
い
払
っ
て
も
ま
た
す

ぐ
に
ミ
ツ
ル
ち
ゃ
ん
の
耳
に
止
ま
る
。

何
な
の
こ
れ
。
こ
の
蠅
、
も
し
か
し
て

ミ
ツ
ル
ち
ゃ
ん
の
こ
と
、
う
ん
こ
だ
と
思
っ
て
い
る

の
か
し
ら
。
そ
ん
な
こ
と
は
お
構
い
な
し
に
ミ
ツ
ル

ち
ゃ
ん
は
血
を
流
し
な
が
ら
安
ら
か
に
眠
っ
て
い

る
。

　

相
当
飲
ん
で
た
か
ら
ね
。
最
後
の
ウ
オ
ツ
カ
と
栄

養
ド
リ
ン
ク
を
混
ぜ
た
ア
レ
、
ヤ
バ
か
っ
た
も
ん
。

で
も
偉
い
ね
、
あ
ん
な
の
飲
め
る
な
ん
て
。
私
に
は

無
理
。
っ
て
い
う
か
誰
も
飲
め
な
い
よ
、
あ
ん
な
の

は
。
普
通
の
人
は
明
日
の
こ
と
と
か
考
え
ち
ゃ
う
も

ん
。
若
い
っ
て
い
い
な
ぁ
。あ
、そ
う
か
。
そ
う
い
や

ミ
ツ
ル
ち
ゃ
ん
も
も
う
三
十
路
か
。
も
う
若
く
な
い

ね
。
私
の
３
つ
下
だ
っ
た
。
何
で
か
知
ら
な
い
け
ど
、

ミ
ツ
ル
ち
ゃ
ん
っ
て
す
ご
く
若
く
見
え
る
。
初
め
て

会
っ
た
時
か
ら
ず
っ
と
変
わ
ら
な
い
気
が
す
る
な
。

永
遠
の
弟
み
た
い
な
感
じ
。
あ
の
頃
で
24
歳
か
。
そ

う
か
、
随
分
と
大
人
に
な
っ
た
ん
だ
ね
ぇ
。
そ
う
思

う
と
急
に
愛
お
し
く
な
っ
て
、思
わ
ず
頭
を
撫
で
た
。

抜
け
た
猫
の
毛
み
た
い
に
ふ
ん
わ
り
し
て
や
わ
ら
か

い
。
手
の
ひ
ら
に
体
温
を

感
じ
る
。
薄
い
毛
の
す
ぐ

向
こ
う
は
肌
で
、
地
殻
の

す
ぐ
そ
ば
ま
で
マ
グ
マ
が

煮
え
た
ぎ
っ
て
い
る
よ
う

に
熱
い
。
地
震
前
の
不
安

定
な
プ
レ
ー
ト
み
た
い
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
風
の
男

が
す
ぐ
横
を
通
り
過
ぎ

る
。

　
「
ち
ぇ
っ
」

　

何
？　

今
、
舌
打
ち
し

た
？　

何
な
の
よ
。
顔
を

赤
ら
め
て
酔
っ
払
っ
ち
ゃ

っ
て
。
だ
ら
し
の
な
い
。

自
分
だ
っ
て
ふ
ら
ふ
ら
し

て
、
仕
事
が
で
き
る
よ
う

な
顔
で
も
な
い
癖
に
。
あ

ぁ
、
腹
が
立
つ
。
浪
岡
さ

ん
の
方
を
見
る
と
、
我
関

せ
ず
と
い
っ
た
感
じ
で
涼
し
げ
な
顔
。
何
よ
、
あ
な

た
も
何
か
言
い
な
さ
い
よ
。
図
体
は
無
駄
に
で
か
い

ん
だ
か
ら
。
そ
ん
な
言
葉
を
心
の
中
に
し
ま
う
。

　

私
、
ミ
ツ
ル
ち
ゃ
ん
は
偉
い
と
思
う
。
よ
く
こ
こ

ま
で
や
っ
て
こ
れ
た
な
ぁ
っ
て
。
ア
キ
く
ん
の
店
に

バ
イ
ト
が
入
っ
た
っ
て
聞
い
て
見
に
行
っ
た
の
が
最

初
。

　

ミ
ツ
ル
ち
ゃ
ん
は
よ
れ
よ
れ
の
黒
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
を

着
て
腿
の
辺
り
が
破
れ
た
デ
ニ
ム
を
履
い
て
い
た
。

自
転
車
の
チ
ェ
ー
ン
に
巻
き
つ
い
て
破
れ
ち
ゃ
っ
た

ん
だ
っ
て
。
終
始
に
こ
に
こ
し
な
が
ら
ペ
コ
ペ
コ
頭

を
下
げ
て
い
た
。

　
「
す
み
ま
せ
ん
」

　

そ
れ
が
口
癖
で
、
何
か
あ
る
度
に
言
っ
て
い
た
。

謝
る
時
も
、
感
謝
を
述
べ
る
時
も
、
さ
よ
う
な
ら
も
、

こ
ん
に
ち
は
も
、
全
て
「
す
み
ま
せ
ん
」
で
代
用
す

る
よ
う
な
子
だ
っ
た
。

　

ミ
ツ
ル
ち
ゃ
ん
が
カ
ウ
ン
タ
ー
の
中
に
い
る
と
不

思
議
な
空
気
が
流
れ
た
。
そ
れ
ま
で
あ
の
お
店
で
は

ア
キ
君
以
外
の
人
が
中
に
立
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見

た
こ
と
が
な
か
っ
た
っ
て
い
う
の
も
あ
る
。
だ
け
ど

そ
れ
以
上
に
、
ミ
ツ
ル
ち
ゃ
ん
は
バ
ー
に
は
似
合
わ

な
い
風
体
だ
っ
た
。
見
た
目
も
も
ち
ろ
ん
そ
う
だ
け

ど
、
精
神
性
と
い
う
か
、
重
み
と
い
う
か
。
バ
ー
テ

ン
ダ
ー
と
い
う
仕
事
は
あ
る
程
度
、
酸
い
も
甘
い
も

経
験
し
た
翳
り
の
あ
る
タ
イ
プ
の
人
が
似
合
う
ん
じ

ゃ
な
い
か
な
。
私
は
酔
っ
た
人
に
お
酒
を
作
る
そ
の

職
業
に
対
し
て
、
勝
手
に
そ
う
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持

っ
て
い
た
し
、
実
際
ア
キ
君
も
拓
巳
さ
ん
も
そ
う
い

う
感
じ
の
人
で
カ
ウ
ン
タ
ー
の
中
で
し
っ
く
り
と
お

さ
ま
っ
て
い
た
。
風
景
に
溶
け
込
む
と
い
う
か
。
ミ

ツ
ル
ち
ゃ
ん
は
景
色
か
ら
浮
き
だ
し
ち
ゃ
う
感
じ
。

何
て
い
う
ん
だ
ろ
う
。

　

ミ
ツ
ル
ち
ゃ
ん
は
ア
キ
君
と
は
正
反
対
の
タ
イ
プ

で
、
世
間
慣
れ
し
て
い
な
い
と
い
う
か
、
ま
っ
さ
ら

と
い
う
と
そ
う
な
ん
だ
け
ど
、
か
と
言
っ
て
真
面
目

な
タ
イ
プ
で
も
な
く
、
に
こ
に
こ
し
て
い
る
割
に
人

の
こ
と
を
馬
鹿
に
し
た
よ
う
な
と
こ
ろ
も
あ
っ
て
、

な
ん
と
も
捉
え
ど
こ
ろ
の
な
い
子
だ
っ
た
。

　
「
ミ
ツ
ル
ち
ゃ
ん
は
、
ど
う
し
て
バ
ー
テ
ン
ダ
ー

に
な
り
た
か
っ
た
の
？
」

　
「
そ
う
っ
す
ね
。
や
っ
ぱ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と

喋
れ
る
と
、
喋
る
訓
練
に
な
る
っ
て
い
う
か
。
喋
る

の
も
多
い
し
。
や
っ
ぱ
り
喋
る
っ
て
い
い
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。
仲
良
く
な
れ
ま
す
し
、
は
い
」

　

語
彙
も
少
な
い
。
何
で
そ
れ
だ
け
の
内
容
で
「
喋

る
」
を
４
回
も
出
し
ち
ゃ
う
ん
だ
ろ
う
。

　
「
え
？　

喋
り
た
い
か
ら
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
に
な
っ

た
の
？
」

　
「
え
？　

あ
、
は
い
…
す
み
ま
せ
ん
」

　
「
え
？　

別
に
私
、
怒
っ
て
な
い
よ
」

　
「
え
？　

あ
、
は
い
。
す
み
ま
せ
ん
」

　
「
じ
ゃ
あ
人
と
話
す
の
が
好
き
な
ん
だ
」

　
「
は
い
。
っ
て
い
う
か
ま
だ
全
然
う
ま
く
な
い
ん

で
す
け
ど
、
喋
る
の
は
好
き
で
す
ね
」

　
「
じ
ゃ
あ
い
い
ね
、
こ
う
い
う
仕
事
っ
て
、
い
ろ

ん
な
職
業
や
い
ろ
ん
な
年
代
の
人
と
話
せ
る
も
ん

ね
」

　
「
そ
う
っ
す
ね
、
そ
れ
が
や
っ
ぱ
り
自
分
に
と
っ

て
も
身
に
な
る
っ
て
い
う
か
、
は
い
」

　

そ
う
言
い
な
が
ら
も
ミ
ツ
ル
ち
ゃ
ん
は
他
の
お
客

さ
ん
の
こ
と
は
無
視
し
て
私
に
ば
っ
か
り
話
し
か
け

て
く
る
の
。単
純
に
私
が
話
し
や
す
い
の
だ
と
思
う
。

バ
ー
に
１
人
で
来
る
お
客
さ
ん
は
癖
の
強
い
人
が
多

い
か
ら
。

　

た
ま
に
私
は
い
じ
わ
る

を
し
た
く
な
る
。

　
「
ミ
ツ
ル
ち
ゃ
ん
、
あ

っ
ち
の
カ
ウ
ン
タ
ー
の
奥

の
お
客
さ
ん
に
話
し
か
け

て
き
な
よ
。
１
人
で
退
屈

そ
う
だ
よ
」

　
「
え
？　

あ
、
は
い
」

　

質
の
良
い
シ
ャ
ツ
を
着

こ
な
し
、
サ
ン
グ
ラ
ス
を

か
け
た
色
の
浅
黒
い
オ
ジ

サ
マ
が
カ
ウ
ン
タ
ー
の
奥

で
ウ
ィ
ス
キ
ー
の
ロ
ッ
ク

を
飲
ん
で
い
た
。
見
る
か

ら
に
話
し
か
け
づ
ら
い
オ

ー
ラ
。
ミ
ツ
ル
ち
ゃ
ん
は

私
に
言
わ
れ
て
、
仕
方
な

し
に
（
あ
か
ら
さ
ま
に
戸

惑
っ
た
表
情
で
）
そ
の
オ

ジ
サ
マ
に
近
づ
い
て
い
く
。手
持
ち
無
沙
汰
な
の
で
、

目
の
前
に
あ
る
シ
ン
ク
の
蛇
口
を
捻
っ
た
り
、
洗
っ

た
ば
か
り
の
灰
皿
を
再
び
洗
い
直
し
た
り
す
る
。
私

は
そ
の
様
子
を
見
て
楽
し
む
。
さ
ぁ
、
ミ
ツ
ル
ち
ゃ

ん
の
頭
の
中
が
ぎ
ゅ
る
ぎ
ゅ
る
回
転
し
て
る
ぞ
。

　

結
局
も
じ
も
じ
し
倒
し
た
後
、
ま
だ
オ
ジ
サ
マ
の

グ
ラ
ス
に
は
十
分
お
酒
が
入
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、

　
「
お
代
わ
り
い
か
が
で
し
ょ
う
？
」

　

と
尋
ね
、
手
で
制
さ
れ
て
あ
っ
け
な
く
断
ら
れ
、

　
「
す
み
ま
せ
ん
」

　

と
だ
け
言
っ
て
こ
ち
ら
に
戻
っ
て
き
た
。

　
「
ど
う
だ
っ
た
？
」

　

私
が
嬉
し
く
な
っ
て
興
味
津
々
で
聞
く
と

　
「
結
構
も
う
他
で
飲
ん
で
来
て
る
み
た
い
で
」

　

と
、
目
を
見
開
い
て
答
え
た
。
そ
の
感
じ
は
明
ら

か
に
う
ろ
た
え
て
い
て
、
私
の
酒
の
あ
て
に
は
ぴ
っ

た
り
だ
っ
た
。
面
白
い
な
ぁ
。
ミ
ツ
ル
ち
ゃ
ん
は
ま

ご
つ
い
た
り
、
予
想
外
の
こ
と
が
起
こ
る

と
目
を
見
開
い
た
り
、
肩
や
肘
を
か
く
か

く
さ
せ
る
癖
が
出
る
。
周
り
は
笑
う
の
だ

け
ど
、
本
人
は
真
剣
だ
か
ら
余
計
に
面
白

い
。

　

結
局
そ
の
日
の
会
話
の
最
後
は
「
自
分

は
人
と
喋
る
の
が
嫌
い
だ
」
と
い
う
内
容

に
変
わ
っ
て
い
た
。
意
見
が
真
逆
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
よ
う
と
し
た
が
、

そ
れ
は
ミ
ツ
ル
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
あ
ま

り
に
酷
な
の
で
や
め
て
お
い
た
。

　

追
い
詰
め
る
と
、
彼
は
壊
れ
て
し
ま
う

よ
う
な
気
が
し
た
。

近八尾行進曲

次
号
（
８
月
15
日
付
）
に
続
く

近八尾行進曲

連載小説⑨

嶋
津 

亮
太
（
八
尾
市
在
住
の
小
説
家
）

詩
の
窓

神
の
落
と
し
子

丁 

章
（
東
大
阪
市
在
住
の
詩
人
）

　初七日も終わったある日、成平は恬子と待ち合わ
せをしていた。現場百遍と言うではないか。もう一
度ダイヤモンドの店を調べることで何か発見できな
いかということなのだ。それにＴが十ではないかと
いう話もまだ恬子にしていなかった。店は駅近くの
繁華街の中にあるのだが、そこからそんなに遠くな
い、ビルに囲まれた公園横に屋外テラスのあるしゃ
れた喫茶店シャンゼリゼがある。若い人から年配の
人まで結構人気がある。モーニングサービスが好評
な上、手作りケーキもおいしい。夜はお酒も飲める。
特に屋外のガーデンテラスに２つしかないテーブル
は人気だ。しかしこの暑い中、さすがにその日この
テーブルは２つとも空いていた。ほぼ同時に店に着
いた２人はそのテラスのテーブルに座った。
　恬子が葬式を振り返って話しだした。
　「葬儀屋さんてすごい。成平さんも見掛けたで
しょ。あの黒川さんという人はプロだわ」
　悲しみに暮れている遺族のじゃまにならないよう
に、しかも思っていることを先に気付いてテキパキ
と進めてくれることに感心したらしい。
　「コンセントがほしいと思ったときに、もう横で
コードを持って立っているのよ。影のように動いて
よく気が付くの」
　彼女にとって父親に続いての葬式だけにかなりの
ショックであったようなのだが、葬儀屋さんに救わ
れたのだ。
　暑いのだが木陰なので何かその暑さがさわやか
だ。成平がずっと恬子に話したいと思っていたＴが
十ではないかという話をはじめる。しかし恬子は
思ったほど驚かない。
　「そうかもしれないわねえ。でも富田さんが参考
人として任意で警察から事情聴取されているらしい
んですって。富田さんと大伴さんと戸田さんのアリ
バイなんだけど、富田さんは和歌山の別荘へのドラ
イブ、大伴さんは映画を見ていて、戸田さんは仕事
での出張ということだったらしいんだけど、３人と
もそのアリバイが怪しいの。ただママの携帯の着信
記録の最後が富田さんだったそうよ。それも７月25
日の午後２時過ぎなの。死亡推定時刻が午後２時か
ら４時位だっていうからピッタリでしょ」

百人一首殺人事件 ⑰

東大阪の古代史研究家

十帖田の古代史塾
19

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

相続大増税‼対策は万全ですか？
電話相談初回無料！お気軽に

岩田志郎税理士事務所
〈八尾東部産業クラブ所属〉

インターネットは「相続ＱＱ隊」または「岩田志郎」で検索してください

八尾市上尾町２―10
（上尾町バス停すぐ） 電話 ０７２―９２１―５６５７

野
田
ブ
ラ
シ
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

野
田
明
宏

八
尾
市
本
町
４

―

８

―
 

17

〒581-0003
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

（
０
７
２
）
９
２
３―

１
６
０
７

Ｆ
Ａ
Ｘ 

（
０
７
２
）
９
９
３―

１
１
６
８

各
種
ブ
ラ
シ
製
造
・
販
売

原　
　
　
正

憲

柿

本

和

彦

ビ
ュ
ー
テ
ィ
バ
ラ
ン
ス

ｆ
ｏ
ｒ
ｅ
ｖ
ｅ
ｒ

本
物
の
エ
ス
テ
体
感JR

久
宝
寺
駅
南
口　

サ
ン
ハ
イ
ツ
田
中

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
七
二
）九
七
四―

七
一
八
一

LINE友だち

追  加

カ
ン
エ
イ
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長 

菅　

春
水

代
表
取
締
役
社
長 

菅　

康

〒
五
八
一―

〇
〇
五
二　

八
尾
市
竹
渕
２
丁
目
１
３
６
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
六
）六
七
〇
八―

七
五
一
七（
代
）

各
種
表
面
処
理
薬
剤

産業機械  設計・製作 及び

材料から組立までトータルな製造工程で幅広くお応えします

製缶・溶接・機械加工

中西工業株式会社
会　　　長　中 西 　 博
代表取締役　中 西 啓 豪

機械器具設置工事業　第４４１２４号

〒581―0842　大阪府八尾市福万寺町２丁目 71 番地
TEL 072―998―1323    FAX 072―998―1312

有
料
老
人
ホ
ー
ム
・
高
齢
者
専
用
賃
貸
住
宅
の
こ
と
な
ら

株
式

会
社

小
滝
工
務
店

当
社
の
豊
富
な
実
績
に
よ
り
、
蓄
積
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
と
に

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
か
ら
事
業
計
画
・
施
工
ま
で
お
任
せ
く
だ
さ
い

〒
581―

0016 

八
尾
市
八
尾
木
北
６
丁
目
55―

２

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
２―

９
９
６―

６
８
２
０

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
７
２―

９
２
３―

０
０
１
５

税
理
士　

奥
田 　

順

税
理
士　

奥
田 

恭
久

奥
田
会
計
事
務
所

〒
５
４
２―

０
０
６
１

大
阪
市
中
央
区
安
堂
寺
町
２―

２―

８―

７
０
１

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
６―

６
７
６
６―

１
０
２
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
６―

６
７
６
６―

１
０
２
２

（
事
務
所
長
）

〒581
-0867

八
尾
市
山
本
町
南
１―

10―

23

　

０
１
２
０―

３
５―

５
６
７
８

月
〜
土　

10
時
〜
19
時
（
18
時
受
付
終
了
）

定
休
日　

日
祝

桃
源
の
里
治
療
院

代
表　

小
橋　

稔
子

（
あ
ん
ま
指
圧
マ
ッ
サ
ー
ジ
）

株
式
会
社  

涼
水
設
備

水
道
工
事
業

代
表
取
締
役
社
長 

佐
竹
涼
一

〒
582 ―

0021 

柏
原
市
国
分
本
町
７―

４―

46

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
２―

９
７
８―

２
１
２
６

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
７
２―

９
４
６―

６
３
７
３

豪
華

ス
テ
ー
ジ
と
音
響
で

ス
タ
ー
気
分

豪
華

ス
テ
ー
ジ
と
音
響
で

ス
タ
ー
気
分

カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
・
誕
生
日
会

パ
ー
テ
ィ
ー
等
に
ご
利
用
下
さ
い

八
尾
市
太
子
堂
１―

５―

15

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
２―

９
９
４―

９
８
５
９

０
９
０―

３
３
５
３―

１
１
１
０

カ
ラ
オ
ケ
ス
テ
ー
ジ

エ
シ
ャ
ロ
ッ
ト

株
式
会
社
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ａ

八
尾
市
リ
フ
ォ
ー
ム
着
工
件
数
No.
１

〒
581-

0014　

八
尾
市
中
田
３―

11

〇
一
二
〇―

四
三―

〇
六
八
三

代
表
取
締
役
社
長　

美　

馬　

功
之
介

不
動
産
経
営
・
管
理

代
表
取
締
役　

西
田　

貞
之

八
尾
市
太
子
堂
四
丁
目
四
番
一
号

電
話 

〇
七
二―

九
二
五―

一
三
〇
八

株式会社
西日本電気保安事務所
代表取締役　樽本裕美
〒578-0905
大阪府東大阪市
川田２丁目21番18号

TEL 072―963―7773
FAX 072―963―5832

株
式
会
社
サ
ン
ク
レ
ス
ト

代
表
取
締
役　

植
田　

実

〒
577-
　

0814　

東
大
阪
市
南
上
小
阪
12
番
42
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
６―

６
７
２
５―

５
５
５
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
６―

６
７
２
５―

５
５
３
９

東
大
阪
市
倫
理
法
人
会

会 

長  

武
知 

歳
弘

高
齢
者
の
方
々
に
青
春
を
与
え
る
初
期
メ
ン
バ
ー
募
集
！

〈
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？
〉

◎
昭
和
の
名
曲
を
今
風
に
テ

イ
ス
ト
し
て
カ
バ
ー
す
る
専

門
グ
ル
ー
プ

◎
ボ
ー
カ
ル
と
楽
器
隊
で
演

奏◎
溜
め
撮
り
し
た
動
画
を
週

３
く
ら
い
の
ペ
ー
ス
で
配
信

◎
企
業
、
福
祉
法
人
と
提
携

し
福
祉
の
魅
力
も
伝
え
る

◎
福
祉
施
設
へ
出
張
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト

〈
な
ぜ
や
る
の
？
〉

◎
音
楽
を
通
し
て
誰
し
も
が

持
つ
「
あ
の
頃
の
青
春
」
を

思
い
出
し
て
も
ら
い
、
高
齢

者
の
方
々
の
毎
日
に
楽
し
み

を
与
え
た
い

◎
名
曲
で
溢
れ
た
「
昭
和
」

を
次
の
世
代
へ
繋
ぎ
た
い

◎
昭
和
の
カ
バ
ー
曲
に
特
化

し
た
グ
ル
ー
プ
は
い
な
い
、

ブ
ル
ー
オ
ー
シ
ャ
ン
の
分
野

だ
か
ら

〈
目
標
〉

◎
こ
の
分
野
で
１
番
最
初
に

名
前
が
挙
が
る
グ
ル
ー
プ
に

な
る

◎
福
祉
施
設
か
ら
の
リ
ピ
ー

ト
率
１
０
０
％

◎
昭
和
世
代
か
ら
日
本
を
元

気
に
す
る

〈
こ
ん
な
人
に
来
て
ほ
し

い
！
〉 

◎
音
楽
を
壊
れ
る
ほ
ど
愛
し

て
い
る　

◎
と
に
か
く
目
立
っ
て
目

立
っ
て
目
立
ち
た
い

◎
立
ち
上
げ
メ
ン
バ
ー
と
し

て
歴
史
に
名
を
刻
み
た
い

◎
自
分
の
ア
イ
デ
ア
を
世

界
、
い
や
、
宇
宙
ま
で
発
信

し
て
い
き
た
い

◎
日
本
で
５
本
の
指
に
入
る

世
話
好
き

◎
世
界
屈
指
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
に
な
る
た
め
の
踏
み
台
に

し
た
い

◎
神
っ
て
る
動
画
編
集
ス
キ

ル
を
持
っ
て
い
る

〈
そ
の
他
詳
細
〉

募
集
人
数
＝
約
10
人（
10
代
・

20
代
の
方
、
男
女
問
わ
ず
） 

活
動
開
始
＝
９
月
ま
で
に
メ

ン
バ
ー
決
定
、
来
年
４
月
ま

で
に
撮
影
の
開
始
を
計
画 

活
動
場
所
＝
東
京
都
内
を
中

心
に

　

初
め
ま
し
て
。
阪
南
大
学
４
年
生
の
石
井
稜
で
す
。
こ
の

度
、
高
齢
者
の
方
々
に
向
け
た
音
楽
配
信
を
行
う
Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
開
設
す
る
べ
く
、
一
緒
に
夢
を
叶

え
て
く
れ
る
仲
間
を
募
集
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
「
高
齢
者
の
方
々
に
青
春
を
」
こ
れ
を
理
念
に
掲
げ
活
動

し
て
い
き
ま
す
。
音
楽
の
力
で
高
齢
者
世
代
か
ら
日
本
を
元

気
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

〈責任者〉
石井稜（いしい・りょう） 
1997 年 7 月 2 日生まれ。
阪南大学国際コミュニケー
ション学部 4 年生 
連絡先
TEL:080-3500-0766
E-mail:gg16008@hannan
-u.ac.jp 

福祉×音楽で変えられることがある

本　
　
　

社

大
阪
府
八
尾
市
沼
４―

75 ―

１

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
２―

９
２
０―

６
３
５
５

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
７
２―

９
２
０―

６
３
５
６

〒581-0036

東
京
営
業
所

東
京
都
練
馬
区
光
が
丘
２―

10 ―

４―

203

奈
良
営
業
所

奈
良
県
香
芝
市
穴
虫
602 ―

５

永
和
工
業
株
式
会
社

永

友
　

光

代
表
取
締
役

社　
　
　

長

大
阪
府
知
事
許
可（
般―

25
）第
１
１
０
６
２
０
号

株
式
会
社  

芦
田

〒
570 ―

0043 

守
口
市
南
寺
東
通
３―

９―

21

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
６―

６
９
９
７―

２
２
２
２

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
６―

６
９
９
６―

５
５
７
７

造
園
・
外
構
工
事
・
リ
フ
ォ
ー
ム
会
社
の
売
上
が
ア
ッ
プ
す
る

仕
組
み
作
り
を
行
う
エ
ク
ス
テ
リ
ア
専
門
商
社

代
表
取
締
役
社
長　

芦 

田　

  

衞

日
本
合
成
洗
剤
株
式
会
社

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
２

－

９
９
２

－

４
３
１
２

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
７
２

－

９
９
４

－

１
２
０
５

八
尾
市
跡
部
南
之
町
２

－

２

－

４

581-
0055

〒

勇
気
と
真
心
を
も
っ
て
真
実
を
伝
え
る
政
治
家
で
あ
り
続
け
た
い

た
る
も
と
丞
史
東
大
阪
市
議

５
０
０
人
を
前
に
決
意
述
べ
る

　
「
令
和
元
年
度
た
る
も

と
丞じ

ょ
う
じ史
懇
親
会
」
が
７
月

７
日
に
シ
ェ
ラ
ト
ン
都
ホ

テ
ル
大
阪
（
大
阪
市
天
王

寺
区
上
本
町
６
）
で
開
か

れ
、
５
０
０
人
以
上
が
集

い
祝
っ
た
。

　

長
尾
た
か
し
衆
議
院
議

員
、
石
田
ま
さ
ひ
ろ
参
議

院
議
員
、
松
川
る
い
参
議

院
議
員
、
武
田
勝
玄
河
南

町
町
長
、
田
中
誠
太
前
八

尾
市
長
、
柳
本
あ
き
ら
前

大
阪
市
議
、
太
田
房
江
参

議
院
議
員
ら
が
駆
け
つ

け
、
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

た
る
も
と
丞
史
東
大
阪

市
議
会
議
員
（
51
）
＝
写

真
＝
は
、挨
拶
の
中
で「
勇

気
と
真
心
を
も
っ
て
真
実
を
伝
え
る
政
治
家
で
あ
り

続
け
た
い
」
と
４
期
目
に
向
け
て
固
い
決
意
を
述
べ

た
。

浅
は
か
な
人
智
が
逆
鱗
に
触
れ
る

波
打
つ
龍
の
暴
れ
は

海
辺
の
す
べ
て
を
な
ぎ
倒
し

見
え
ぬ
火
の
粉
が
地
上
を
汚
し
た

そ
し
て
海
の
中
へ
と
さ
ら
わ
れ
た

も
の
は

み
な　

神
の
落
と
し
子
と
な
っ
た

落
と
し
子
た
ち
は
言
葉
を
抱
い
た

ま
ま

海
の
底
で
穏
や
か
に
揺
れ
て
い
る

沈
黙
し
た
ま
ま
の
吐
息
が

小
さ
な
あ
ぶ
く
と
な
っ
て

天
に
向
か
っ
て
浮
か
び
上
が
っ
て

ゆ
く

真
夜
中
の
海
面
で

夥
し
い
あ
ぶ
く
が
弾
け
る

絶
望
と
希
望
の
声
が
湧
き
起
こ
る

か
の
よ
う
に

な
の
に
ま
だ
誰
も
目
を
覚
ま
さ
な

い浅
は
か
で
声
高
な
寝
言
に
よ
っ
て

地
上
の
闇
は
ど
こ
ま
で
も
深
ま
っ

て
ゆ
く
ば
か
り
だ



東　　　 大　　　 阪 （４）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 令和元年７月１５日（月）

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

第 7回世界に羽ばたけ
『夢』スピーチコンテスト
支援金額：120万円

主催：一般財団法人青少年夢応援隊
協賛：株式会社サンクレスト
後援：大阪府、東大阪市
公式サイト：http://yumeouentai.com

【出場者一次選定】
　作文を基にスピーチコンテスト本選出場者 10名を選考いたします。
①公式サイトより『出場申込書』をダウンロードし、必要事項を記入
②「夢」というテーマで作文を書いていただきます。
　また、受賞した際の支援金の使途も記載ください。
　※原稿用紙（400 字詰め）にて３枚まで
　※手書き、パソコン等問わない
③応募方法：「出場申込書」と「原稿」を併せてメール又は
　郵便でお送りください。
　※「出場申込書」と「原稿」はＨＰよりダウンロード
      してください。
　※メールを送る際の件名は「スピーチコンテスト応募」
      としてください。
④送り先：郵送の場合　宛先：大阪府東大阪市南上小阪 12-42
一般財団法人青少年夢応援隊　スピーチコンテスト企画係宛
メールの場合　info@yumeouentai.com
問い合わせ☎06-6725-0511
⑤原稿締切：2019 年９月

東大阪の企業  株式会社サンクレストが応援しています

【開催趣旨】
将来の夢や目標があるが、経済的支援を必要とする
若者が自身の「夢」をテーマにスピーチを行い、
受賞者を選定、支援金権利を授与いたします。
【応募資格】
大阪在住または在学・在勤の 16歳以上 25歳までの青少年
（1994 年４月２日～ 2004 年４月１日生まれの方）

【本選開催日時】2019年10月
　　　　　14時～17時30分
本選開催場所：大阪商業大学ユニバーシティホール蒼天
　　　　住所：大阪府東大阪市御厨栄町 4-1-10
　　　　　

再びこの地を踏まず
―異説・野口英世物語―

日　程　2019 年９月３日（火）
　　　　14：00開演（13：00開場） ※16：45終演予定
　　　　 ※公演終了後、ロビーにて出演者によるアフタートークを予定。 
会　場　八尾プリズム小ホール（八尾市文化会館） 
チケット　全席指定・税込
●一般4,200 円（当日 300円増）
●フレッシュシート 25：1,000 円 ＜25歳以下＞
●障がいのある方とその介添えの方（1名様まで）：3,600円（当日300円増）
　※25歳以下・障がい者割引チケットご購入の際は証明書（学生証・障がい者手帳など）
　　をご提示ください。
　※就学前のお子様のご入場はご遠慮下さい。

文学座公演

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

不
易
糊
工
業 

株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　
梶
田
安
彦

株
式
会
社
ア
イ
シ
ー
ド

〒541-0057
大阪市中央区北久宝寺町

3-5-12-9F
TEL06-6252-7737
FAX06-6252-7738

法
人
営
業
部
部
長
木
村
達
也

ト
ー
タ
ル
タ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

自転車は駅周辺の
自転車駐車場へ

レンタサイクル貸出中
詳しくはこちらへ

http://www.yao-citynet.co.jp

〇
社
会
福
祉
法
人　
　
　

若
竹
福
祉
会

　
　
　

認
定
こ
ど
も
園　

志
紀
保
育
園

　
　
　

若
竹
保
育
園

〇
社
会
福
祉
法
人　
　
　

い
わ
れ
会

　
　
　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

田
原
本
園

〇
学
校
法
人　
　
　
　
　

志
紀
学
園

　
　
　

認
定
こ
ど
も
園　

志
紀
学
園
幼
稚
園

理
事
長　

小
角　

道
男

理
事
長　

御
喜
田　

俊
也

院　

長　
原　

田　

博　

雅

一
、
地
域
住
民
の
健
康
な
生
活
を
守
る
た
め
、

 

高
度
で
良
質
な
医
療
を
提
供
し
ま
す
。

一
、
信
頼
さ
れ
る
市
の
中
核
病
院
と
し
て
、

 

地
域
に
密
着
し
た
医
療
を
推
進
し
ま
す
。

一
、
市
民
に
誇
れ
る
公
立
病
院
と
し
て
、

 

品
格
あ
る
病
院
運
営
を
実
践
し
ま
す
。

〒581-0018 八尾市青山町４―５―25
メゾンカリフ 103

日本維新の会
衆議院 大阪府第14選挙区支部

松
葉
温
泉 

滝
の
湯

天
然
ラ
ド
ン
温
泉
と

お
い
し
い
料
理
で
お
も
て
な
し

〒
597―

0102　

貝
塚
市
木
積
３
４
８
８
番
地

０
１
２
０―

０
４
１―

５
５
１　
　

この広告をお持ちの方は200円引き
入湯料：大人700円→500円

大阪府八尾市光町2-13
（フージャース八尾駅前ビル8F）

代
表
取
締
役

社
　

長

創　

介

八
尾
市
東
本
町
３―

６―

10　
た
ば
こ
ビ
ル
３
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
２―

９
９
０―

５
２
４
４

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
７
２―

９
９
０―

５
２
４
３

自
由
民
主
党

大
阪
府
第
十
四
選
挙
区
支
部

馬
刺
し
・
焼
き
肉
・
す
き
焼
き
・
ハ
リ
ハ
リ
鍋

お
子
さ
ん

  

女
性
に
も
人
気

　

咳
払
い
を
し
て
、
タ
ラ
ス
教
授
は
続
け
た
。

　
「
日
本
の
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
が
政
界
で
活
躍
で
き
る

の
は
、
誰
か
バ
ッ
ク
が
い
る
か
ら
で
す
か
」

　

ど
う
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
た
言
葉
な
の
か
図

る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
、
曖
昧
に
答
え
た
。

　
「
そ
う
で
す
ね
。
資
金
的
援
助
を
す
る
人
が
い
る

と
思
い
ま
す
」

　

タ
ラ
ス
教
授
は
右
手
を
口
許
に
や
り
、
人
差
し

指
を
下
唇
に
何
度
も
擦
り
付
け
る
。

　
「
や
は
り
、
日
本
で
も
そ
う
で
す
か
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
も
同
じ
で
す
。
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
は
富
豪
コ
ロ
モ

イ
ス
キ
ー
の
傀
儡
な
の
で
す
」

　
「
ポ
ロ
シ
ェ
コ
ン
と
対
立
す
る
あ
の
コ
ロ
モ
イ
ス

キ
ー
が
動
い
て
い
た
の
で
す
ね
」

　
「
そ
の
通
り
で
す
。
彼
は
大
物
な
の
で
、
自
分
で

は
動
か
な
い
の
で
す
。あ
な
た
も
ご
存
じ
の
よ
う
に
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
大
物
は
動
き
ま
せ
ん
。
金
を
使

っ
て
人
を
動
か
し
、
物
事
を
成
し
遂
げ
る
の
で
す
」

　
「
で
は
、
人
気

テ
レ
ビ
番
組
『
国

民
の
し
も
べ
』
の

ス
ポ
ン
サ
ー
は
コ

ロ
モ
イ
ス
キ
ー
だ

っ
た
の
で
す
ね
」

　
「
冴
え
て
き
ま

し
た
ね
。
そ
の
通

り
。
普
通
の
高
校

教
師
が
政
治
家
の

汚
職
を
叩
き
潰
し

な
が
ら
、
大
統
領

ま
で
登
り
詰
め
る

と
い
う
ス
ト
ー
リ

ー
は
コ
ロ
モ
イ
ス
キ
ー
が
考
え
出
し
た
の
で
す
。
こ

の
番
組
を
テ
レ
ビ
で
３
年
間
放
映
し
続
け
た
の
で
す
」

　

私
は
思
わ
ず
手
を
叩
い
た
。

　
「
そ
し
て
、
国
民
は
洗
脳
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
わ
け
な
の
で
す
ね
」

　

タ
ラ
ス
教
授
は
首
を
深
く
縦
に
振
っ
た
。

　
「
議
会
に
仲
間
も
お
ら
ず
、
突
然
大
統
領
に
な
っ

た
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
は
、
こ
の
あ
と
持
ち
ま
す
か
」

　

小
さ
な
笑
み
を
浮
か
べ
、タ
ラ
ス
教
授
は
答
え
た
。

　
「
そ
こ
が
問
題
で
す
。
任
期
の
５
年
持
つ
か
ど
う

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
１
年
半
続
く
か
ど
う
か
も
危

う
い
で
す
」

　

表
情
を
険
し
く
し
、
声
色
を
低
く
変
え
る
。

　
「
あ
な
た
は
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
に
投
票
し
た
人
に
会

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
」

　

私
は
思
わ
ず
天
井
に
目
を
や
り
、記
憶
を
辿
っ
た
。

　
「
誰
も
い
ま
せ
ん
」

　
「
私
も
そ
う
で
す
。選
挙
自
体
、怪
し
い
も
の
で
す
」

連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
129

富豪コロモイスキーの傀儡

ウクライナ

日
　
時　

７
月
19
日
（
金
）
19
時
（
開
場
18
時
30
分
）

場
　
所　

八
尾
市
文
化
会
館
プ
リ
ズ
ム
・
小
ホ
ー
ル

入
場
料　

７
０
０
円
（
13
歳
以
上
）

主
　
催　
公
益
財
団
法
人
八
尾
市
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
７
２
―
９
２
４
―
３
３
３
１
）

日
　
時　

７
月
24
日
（
水
）
10
時
〜
11
時

場
　
所　

東
大
阪
市
菱
屋
西
公
民
館
永
和
分
館

テ
ー
マ　

腰
痛

主
　
催　

の
び
の
び
健
康
倶
楽
部
（
☎
０
６
―
６
７
２
０
―
５
３
９
３
）

日
　
時　

８
月
10
日
（
土
）
10
時
〜
14
時

場
　
所　

八
尾
市
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
学
習
プ
ラ
ザ
「
め
ぐ
る
」

　
　
　
　

〒
581 - 

0026　
八
尾
市
曙
町
２
―
11
、
☎
０
７
２
―
９
９
４
―
０
５
６
４

主
　
催　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
八
尾

第25回 参議院議員通常選挙

八尾市選挙管理委員会

投 票 日　７月21日（日）
投票時間　午前７時から午後８時まで

「さあ投票　選挙の主役はあなたです」

◎期日前投票について
　期間　７月5日（金）から７月20日（土）まで
　時間　午前８時30分～午後８時
　場所　八尾市役所　本館１階　市民ロビー

部
に
侵
攻
、
今
な
お
、
実

効
支
配
す
る
。
ソ
チ
冬
季

五
輪
終
了
直
後
に
は
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
ク
リ
ミ
ア
半
島

を
侵
略
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東

部
に
も
軍
事
介
入
す
る
。

シ
リ
ア
と
リ
ビ
ア
へ
の
軍

事
関
与
で
黒
海
か
ら
地
中

海
に
至
る
海
上
輸
送
路

（
シ
ー
レ
ー
ン
）
支
配
を

急
ぐ
。

　

好
戦
的
な
ロ
シ
ア
を
相

手
に
、
国
際
法
違
反
を
承

知
で
領
土
奪
還
の
た
め
に

宣
戦
布
告
す
る
と
な
れ

ば
、
も
ち
ろ
ん
、
覚
悟
が

必
要
と
な
る
。
わ
が
軍
の

兵
力
は
25
万
。
軍
隊
の
質

は
と
も
か
く
も
ロ
シ
ア
は

紛
れ
も
な
い
核
兵
器
保
有

国
。
わ
が
国
は
北
方
領
土

を
実
効
支
配
し
て
い
な
い

た
め
、
日
米
安
全
保
障
条

約
は
適
用
さ
れ
な
い
。
つ

ま
り
北
方
領
土
紛
争
は
日

本
単
独
で
戦
い
抜
く
必
要

が
あ
る
。

　

敵
国
ロ
シ
ア
は
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
攻
撃
で
応
酬
す
る

だ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
北

海
道
に
は
サ
イ
バ
ー
攻
撃

を
仕
掛
け
て
く
る
だ
ろ

う
。
日
本
の
サ
イ
バ
ー
部

隊
は
わ
ず
か
数
百
人
規

模
。
万
全
の
防
御
と
は
言

え
ま
い
。

　

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

韓
国
が
実
効
支
配
す
る
島

根
県
・
竹
島
。
日
本
の
混

乱
を
好
機
と
ば
か
り
に
、

反
日
言
動
を
強
め
る
韓
国

の
軍
隊
が
竹
島
に
兵
を
進

め
る
か
も
し
れ
な
い
。
竹

島
防
衛
に
も
日
米
安
保
条

約
は
適
用
さ
れ
な
い
。
日

本
は
単
独
で
同
時
応
戦
で

き
る
の
か
。

　

日
本
が
実
効
支
配
す

る
、
沖
縄
県
石
垣
市
の
尖

閣
諸
島
に
も
中
国
人
民
解

放
軍
が
侵
略
を
仕
掛
け
て

く
る
こ
と
も
想
定
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

安
全
保
障
、
有
事
に
想
定

外
は
許
さ
れ
な
い
。
す
べ

て
の
有
事
を
想
定
し
て
シ

ミ
ュ
レ
ー
ト
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
。

　

要
す
る
に
、
日
本
が
ロ

シ
ア
に
宣
戦
布
告
す
る
と

同
時
に
、
三
正
面
紛
争
へ

と
発
展
す
る
リ
ス
ク
を
常

に
念
頭
に
置
か
ね
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
う
ち
２
カ
所

に
つ
い
て
は
米
軍
の
支

援
、協
力
を
得
ら
れ
な
い
。

日
本
の
現
行
戦
力
を
前
提

に
す
る
と
き
、
常
識
的
に

は
対
応
不
可
能
で
あ
る
。

　

国
民
の
生
命
と
財
産
を

守
り
抜
く
こ
と
は
政
府
の

使
命
で
あ
る
。
言
論
の
自

由
は
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
政
治
家
た

る
も
の
、
無
責
任
に
も
安

易
に
戦
争
を
口
に
し
て
は

な
る
ま
い
。
有
権
者
の
存

在
を
無
視
し
て
、
議
員
を

議
員
が
裁
い
て
は
な
ら
な

い
と
す
る
見
解
も
あ
る
。

だ
が
、
世
論
の
賛
同
す
ら

得
ら
れ
な
い
で

あ
ろ
う
、
前
近

代
的
な
戦
争
を

現
実
的
な
選
択
肢
と
す
る

国
会
議
員
は
失
格
で
あ

る
。

　

日
本
は
や
は
り
専
守
防

衛
に
徹
す
る
原
則
を
貫
徹

す
べ
き
で
あ
る
。
防
衛
力

強
化
を
図
り
つ
つ
、
よ
り

強
固
な
防
衛
体
制
の
整
備

を
推
進
し
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
。
政
治
家
の
見
識

が
問
わ
れ
る
。

手
国
の
ロ
シ
ア
は
武
力
で

領
土
を
拡
張
し
て
き
た
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
軍
を

進
め
た
あ
げ
く
、
長
期
間

進
駐
し
た
。
た
だ
、
戦
費

が
重
圧
と
な
っ
て
、
ソ
連

邦
崩
壊
の
伏
線
と
な
っ
た

こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ

る
。

　

プ
ー
チ
ン
政
権
誕
生
後

も
膨
張
戦
略
は
国
威
発
揚

に
活
用
さ
れ
る
。
北
京
五

輪
の
さ
な
か
に
は
ジ
ョ
ー

ジ
ア
（
旧
グ
ル
ジ
ア
）
北

大
阪
商
業
大
学
総
合
経
営
学
部
教
授

経
済
学
博
士 

中
津
孝
司

２
０
１
９
年

世
界
の
動
き

風
を
読
む 

7

　

世
上
に
わ
か
に
、
か
ま

び
す
し
い
。
と
あ
る
政
治

家
先
生
が
北
方
領
土
返

還
の
手
段
と
し

て
、
外
交
交
渉

で
は
な
く
武
力

行
使
を
選
択
す
る
有
効
性

に
触
れ
た
。
当
然
、
世
間

は
大
騒
ぎ
。
所
属
政
党
か

ら
は
追
放
さ
れ
、
国
会
は

議
員
辞
職
を
迫
る
。
ご
本

人
が
辞
職
を
拒
否
し
た
こ

と
か
ら
火
に
油
を
注
ぐ
結

果
を
招
い
て
い
る
。

　

武
力
で
領
土
を
奪
い
返

す
こ
と
は
明
ら
か
に
国
際

法
違
反
。
だ
が
、
交
渉
相

か
の 「
戦
争
」 

発
言
に
思
う

　

６
月
16
日
、
心
地
の
良

い
晴
天
の
下
、
お
馴
染
み

ブ
ッ
ダ
ア
ー
チ
の
軽
妙
な

司
会
進
行
で
、
寄
席
が
ス

タ
ー
ト
。
ま
ず
は
開
口
一

番
、
①
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・

な
か
が
わ
さ
ん
が
時
事
漫

談
と
題
し
て
喋
り
ま
く
っ

た
。
玄
人
は
だ
し
と
は
ま

さ
に
こ
の
こ
と
。
進
行
役

が
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
な
け

れ
ば
、
何
時
間
で
も
語
り

ま
く
る
勢
い
だ
っ
た
。
タ

イ
ガ
ー
ス
の
矢
野
燿
大
監

督
と
の
対
談
で
「
藤
川
球

児
の
手
元
で
伸
び
る
球
、

松
坂
大
輔
の
消
え
る
魔

球
」
に
つ
い
て
真
偽
の
ほ

ど
を
尋
ね
る
と
、
真
面
目

な
性
格
ら
し
く
す
こ
ぶ
る

面
白
く
な
い
解
説
を
し
て

く
れ
た
そ
う
だ
。
矢
野
監

督
か
ら
来
シ
ー
ズ
ン
は
球

団
オ
ー
ナ
ー
に
就
任
し
て

欲
し
い
と
頼
ま
れ
た
と
か
、

う
っ
か
り
聞
い
て
い
る
と

そ
の
ま
ま
信
じ
て
し
ま
い

そ
う
な
虚
実
を
織
り
ま
ぜ

て
の
語
り
く
ち
、
間
の
取

り
方
は
絶
妙
だ
。

　

②
落
語
、
関
大
亭
・
学
乱

さ
ん
の
ネ
タ
「
向
こ
う
付

け
」
無
筆
の
職
人
が
葬
式

の
帳
場
付
け
（
会
葬
者
の

氏
名
を
記
帳
）
を
気
楽
に

引
き
受
け
て
し
ま
い
、
大

騒
ぎ
と
な
る
お
馴
染
み
の

一
席
。
学
乱
さ
ん
の
と
ぼ

け
た
味
わ
い
が
何
と
も
言

え
な
い
雰
囲
気
を
か
も
し

出
し
て
い
た
。
③
落
語
、

爪
田
家
ら
い
む
さ
ん
の
ネ

タ
「
西
行
」
ご
存
じ
喜
楽

亭
の
副
席
亭
に
し
て
お
笑

い
研
究
会
の
イ
チ
オ
シ
噺

家
。
西
行
が
大
失
恋
の
あ

げ
く
、
武
士
の
身
分
を
捨

て
て
出
家
、
和
歌
の
道
に

精
進
し
て
大
歌
人
に
な
っ

て
い
く
一
席
。
④
尺
八
・
民

謡
、砂
一
八（
ス
ナ
イ
パ
ー
）

さ
ん
＆
芋
野
さ
ん
。
尺
八

の
砂
一
八
さ
ん
は
現
在
岡

山
県
在
住
、
芋
野
さ
ん
は

久
宝
寺
緑
地
で
民
謡
仲
間

と
活
動
し
て
い
る
。
尺
八

の
音
色
は
日
本
人
の
心
に

よ
く
響
く
。
芋
野
さ
ん
の

枯
れ
た
民
謡
は
大
き
な
拍

手
を
呼
ん
で
い
た
。

　

⑤
落
語
、
芸
乃
虎
や
志

さ
ん
の
ネ
タ
「
死
神
」
芸

乃
虎
や
志
さ
ん
は
愛
媛
大

学
医
学
部
卒
業
の
現
役
精

神
科
ド
ク
タ
ー
で
あ
り
、

社
会
人
落
語
大
会
で
優
勝

し
「
名
人
」
の
称
号
を
授

与
さ
れ
て
い
る
。
三
遊
亭

圓
生
の
大
ネ
タ
「
死
神
」

を
、
ド
ク
タ
ー
自
身
と
患

者
の
や
り
取
り
や
ワ
イ
ド

シ
ョ
ー
の
世
間
ネ
タ
を
巧

み
に
取
り
入
れ
て
話
を
盛

り
上
げ
笑
い
を
取
っ
て
い

た
。
さ
す
が
に
名
人
と
う

な
ら
せ
る
一
席
だ
っ
た
。

　

⑥
おお

は
や
し
囃
子
、
爪
田
家
小

雪
さ
ん
（
三
味
線
）、
千

里
家
桜
夢
さ
ん
（
太
鼓
）。

い
つ
も
の
喜
楽
亭
の
お
囃

子
は
Ｃ
Ｍ
を
使
用
し
て
い

る
が
、「
す
え
ひ
ろ
寄
席
」

で
は
三
味
線
と
太
鼓
が
登

場
、
出
囃
子
で
寄
席
の
雰

囲
気
が
高
ま
り
、
お
囃
子

の
楽
し
さ
を
客
席
に
届
け

て
く
れ
た
。
ま
た
次
回
の

喜
楽
亭
の
寄
席
が
楽
し
み

に
な
っ
て
き
た
。

 

（
小
川
秀
人
）

開
か
れ
た
。
自
主
研
修
の

時
間
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
輝
の

理
事
長
で
元
八
尾
市
教
育

委
員
会
教
育
長
の
浦
上
弘

明
さ
ん
（
65
）
＝
写
真
＝

ま
え
、
教
育
機
会
確
保
法

が
平
成
29
年
２
月
に
完
全

施
行
さ
れ
た
。
学
校
復
帰

を
前
提
と
し
た
不
登
校
対

策
を
転
換
さ
せ
、
学
校
外

で
の
学
習
を
認
め
た
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
を
説

明
し
た
後
、
浦
上
さ
ん
は

「
支
援
の
届
い
て
い
な
い

不
登
校
、
障
が
い
の
あ
る

子
ど
も
た
ち
に
多
様
な
学

び
と
体
験
の
機
会
を
提
供

す
る
た
め
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

輝
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
」

と
結
ん
だ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
浦
上
さ

ん
（
☎
０
９
０
―
９
１
６

９
―
０
３
３
４
）
へ
。

　

八
尾
地
区
保
護
司
会（
池

田
大
興
会
長
）
の
６
月
定

例
会
が
６
月
25
日
に
八
尾

市
社
会
福
祉
協
議
会
会
議

室
（
八
尾
市
本
町
２
）
で

が
「
子
ど
も
の
心
に
輝
を

と
り
も
ど
す
た
め
に
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
講
演
し
た
。

　

文
部
科
学
省
が
発
表
し

た
デ
ー
タ
（
平
成
30
年
10

月
25
日
）
に
よ
る
と
、小
・

中
学
校
の
不
登
校
児
童
生

徒
数
は
14
万
４
０
３
１
人

に
上
る
。
こ
の
状
況
を
踏

喜楽亭 すえひろ寄席
お笑い研究会よりすぐりの爆笑大会

　

喜
楽
亭
第
13
回
公
演
は
、
中
川
政
雄
席
亭
率
い

る
爆
笑
軍
団
「
お
笑
い
研
究
会
」
が
登
壇
し
、「
す

え
ひ
ろ
寄
席
」
が
開
催
さ
れ
た
。

お囃子の千里家桜夢さん （左） と爪田家小雪さん

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
輝

不
登
校
、 障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
に

多
様
な
学
び
と
体
験
の
機
会
を

イ
ベ
ン
ト
情
報

日時　８月 11 日（日）10 時 30 分～ 12 時 30 分
費用　2,700 円
講師　小野元裕（本紙社長）
対象　小学生
会場　近鉄文化サロン上本町（近鉄百貨店

上本町店 10 階、 ☎ 06-6775-3545）

夏休みこどもワークショプ
読書感想文を書こう！ポ

ー
ラ
ン
ド
民
族
舞
踊
団 

Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｔ
Ｅ
Ｘ
公
演

の
び
の
び
健
康
教
室

八
尾
の
ま
ち
風
コ
ン
テ
ス
ト 

ｆ
ｏ
ｒ 
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ
！

第
３
回 

え
だ
ま
め
料
理
コ
ン
テ
ス
ト 

　
　
　
　

 

（
和
・
洋
・
中
・
ス
イ
ー
ツ
ど
の
ジ
ャ
ン
ル
で
も
大
丈
夫
）

レ
シ
ピ
提
出
期
限
７
月
27
日
（
土
）
17
時

八
尾
市

社
会
福
祉
協
議
会

会　

長　

山
下　

彬

役
員
一
同

サ
ン
コ
ー
で
は
お
客
様
目
線
に
立
ち
、

品
質
・
施
工
・
ご
予
算
に
無
駄
の
な
い

プ
ラ
ン
を
ご
提
案
し
ま
す
。

 物産株式会社

TEL.06-6533-1271
お問い合わせはお気軽に

本　社 〒550-0015　大阪市西区南堀江4丁目33番29号
 E-mai l  ： info@sankobussan.co.jp
 http://www.sankobussan.co.jp/

東京営業所
名古屋営業所
大阪営業所

和歌山営業所
福岡営業所

キッチン・トイレ・バス・洗面のリフォームはもちろん、
畳の表替えや、外装・耐震補強など、お家のあらゆるご相談に応じます。

「200年住宅リフォーム理念」
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